
業務改善部門 
渋谷区土木部交通政策課 
Shibuya DLS チーム 

放置自転車撤去業務のデジタル化 

DXで変わる！ 
放置自転車撤去業務も渋谷の街もスマートに！ 
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1.放置自転車対策の必要性 

放置自転車は街に様々な悪影響を及ぼす・・・ 

歩行者の通行 一般車両の通行 街の景観

災害時の避難や消火活動
救急活動の妨げになる。

災害・救急

特に、高齢者・小さな子供、
障がい者の通行への影響大 交通渋滞や事故の原因 駅前や歩道を雑然とさせ、

街の景観を損なう



 2.現状・課題 
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陳情対応 現場職員
連絡

資料作成
×２

地図コピー
・FAX

業者への
電話 日報確認

 2.現状・課題 
陳情対応にかかる業務時間 

約75分/日

約302.5時間/年

約5分〜 約3分〜 約5分〜 約３分〜 約３分〜

約2５分×3件=

約25分×3件×242日=

約5分〜



BEFORE AFTER 

業務をDX化する事でデータ管理や分析が可能になりました！ 

3.業務改善 



１

２

３

4.業務自動化アプリ使用方法 

３



④データベース（share point） ⑤ダッシュボード(Power BI) 

4.業務自動化アプリ使用方法 



 5.成果 
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業務改善による年間の業務削減時間・メリット 

約205.7時間の
削減！

４つのメリットの実現

②現業職の負担軽減

①事務職の時間削減

④区民サービスの向上

③委託業者の業務効率



6.大変だった点・皆様の感想 

• 今まで地図をコピーしたりFAXを送信していたため、時間と手間が掛かっていたが、
アプリにより業務時間が大幅に削減出来て良かった。事務職員

• 今までは自分のスマホに画像が溜まったり、業者から直接電話が掛かって来ていたが、
今後は無くなりそうなので、嬉しい。現業職員

• こちらのやり方をあまり変えることなく、業務改善の手伝いが出来て良かった。業 者

委託業者との調整
自動取込するメールの送受信方法など仕様書には盛り込まれていない業務の追加について、
放置自転車撤去業者と何度も打合せを行い、フロー図などを活用して説明し、調整を行う。

現業職員や会計年度任用職員のBYODのインストール
ICTサービスデスクに相談し、アカウントを付与してもらう。
BYODの使い方に慣れるまで何度でも説明してサポートする。

≪協力してくれた皆様の感想≫



GISを活用した避難行動要支援者支援システムの構築

GISと福祉総合システムの連携で
実現する‟誰一人取り残さない”地域防災

業務改善部門

狛江市福祉保健部福祉政策課



システム概要

避難行動要支援者「管理」システム

●住基情報
●障害手帳情報
●介護保険情報
●市職員のみ入力・閲覧

避難行動要支援者「支援」システム

●地図情報
●誰でも＊入力・閲覧
＊協定締結者のみ

インターネット系基幹系

随時連携

誰が、どこに住んでいて、どんな支援が必要かが把握可能！



●青丸で要支援者を地図上に表
示し、●青丸のアイコンを選択
すれば、本人情報や緊急連絡先
を確認・編集することができる。
凡例（平時）

・・・要支援者

GIS（地図）で「誰が・どこに」を見える化

情報の「見える化」
既存の体制とデジタルの融合



平時から「生きた個別避難計画」を活用

※本人情報や緊急時の連絡先等を
必要に応じて変更が可能

ファイリングタブには、地図に書い
た避難経路を始め各種ファイル
（pdf,jpeg等）を登録でき、地震・
水害等の災害に応じた避難経路を
システム上に登録可能

生きた個別避難計画（平時）
訓練にも活用できる
実践的ツール（平時）

避難ルートを保存・表示



災害時はタブレットが命をつなぐ道しるべに
災害発生と同時に
支援モードへ（災害時）

リアルタイム安否確認
※「安否確認」済の方は☆青星で表示

同一のポイントに複数の要支援者がい
て安否確認が済んでいない方がいる場

合は、●赤丸と☆青星を重ねて表示

☆青星のみになった段階でポイントに
おける要支援者全ての安否確認が完了
凡例（災害時）

●・・・安否確認未実施
☆・・・安否確認実施済
☆・・・安否確認実施済・未実施混在

☆

☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆
☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆



●安否情報の「見える化」

●要支援者と支援者情報の一元管理

平時の備え≒災害時の迅速な支援

誰一人取り残さない地域防災へ

実効性の高い個別避難計画

”誰一人取り残さない”地域防災へ



膨大な点検作業を「Dify 」で自動化！ 

業務改善部門 
豊島区政策経営部情報政策課DX 推進グループ 



01.

本区では区政のデジタル化を推進すべく
、昨年度末に「アナログ規制の点検‧見
直し」の取組み方針を決定しました。今
年度から具体的な点検作業に着手し、条
例‧規則における規制項目の洗い出しが
完了しています。 

デジタル化推進の必要性 
各部局が十分な時間をかけて見直しの検討を
行うためには、その前段の点検作業を速やか
に、かつ、正確に実行することが求められて
いました。 

しかし、点検の対象となる条例と規則は
2, 30 0件を超えるなど、その作業ボリューム
の大きさが課題となっていました。 

直面していた課題 



02.

✓根拠となる上位法令の確認（＋上位法令の名称も特定）

✓規制内容の特定

✓技術的中立性（デジタル活用を許容する性質の度合い）の判定

✓見直しの方向性の整理

✓代替技術・手法の例示

✓運用面での懸念事項の整理

✓規制見直しによる効果の判定

職員による作業の場合、
所要時間は10分～15分

A I アプリ化 



03.

複数の作業工程をフロー形式で組み立てら
れるほか、自動でのバッチ処理が実行可能
など高い機能性を持つAIツール。 

A I アプリ「D i f y 」とは 
入  力  対象条例の条文と規制区分

を入力。 

上位法令の有無、見直しの
方向性、代替技術の有無、
懸念点を整理。 

分  析  

対象の条文すべてを網羅した
一覧を自動で生成。 出  力  

使用イメージ 



04.



05.

対象となる条例の

情報を入力



06.
留意事項を作

成

見直しの方向性を作

成

代替技術を提

案（デジタル庁マニュアルより）

（情報収集・理解、上位法特定、該当性etc..）
包括的調査を実

施

上位法令・通知の抽

出

規制区分の抽

出



07.

対象となる条例の

情報を入力

見直し結果



08.

出力結果（AIで生成）

上位法令 分類 方向性 代替手段 解説

09.



10.

大量データの一括処理の仕組 
質の確保 
出力形式（CS V ）の指定 
点検ルートの設計 

具体的な取組、創意工夫した点 
条例‧法律の趣旨の理解 

苦労した点、課題やその解決方法 

上位法令の特定 
懸念事項の出力 
情報処理の順番 



期間短縮 

11.

削減時間 コスト削減 



法改正の無茶ぶりスケ
ジュールをAIとデジタル

ツールで乗り切ろう

八王子市 市民部 市民課

これは単なる事例紹介ではありません。
組織のピンチを数々の汎用ツールを組
み合わせ、現場予算ゼロ、チーム全員
で乗り切った業務変革物語です。

業務改善部門

法改正
┏━━━━━━┳━━━━━━━━━━━━━━┓
┃⇒手作業 ┃法改正が あらわれた。 ┃
┃ AI-OCR ┃どうする？▼ ┃
┃ マクロ ┃ ┃
┃ AI搭載ｼｽﾃﾑ┃ ┃
┃ 標準化ｼｽﾃﾑ┃ ┃

┗━━━━━━┻━━━━━━━━━━━━━━┛
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃⇒ 助けを呼ぶ ┃
┣━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
┃しかし ベテランたちは 異動済で ┃
┃助けに来ることが できない ┃
┃助けを求める声は むなしく響き渡った ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃⇒ 逃げる ┃
┣━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
┃しかし 回り込まれてしまった ┃
┃法改正からは 逃げられない！ ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

VOICEVOX:ずんだもん



トリプルピンチが襲い掛かってきた ～ラクしたがりおじさんの憂鬱～

• 年度当初にベテラン大量異動

• 年度途中に法改正に伴う大量事務発生が判明

• 翌年度には組織改正実施予定

• 人的・時間的制約で、現場はあきらめムード漂う

• 私は配属３か月目のラクしたがりおじさん。残業、手作業大嫌い。
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃ ラクしたがりおじさん(43歳) ┃
┣━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
┃職 業 ：地方公務員 ┃
┃性 格 ：めんどくさがり ┃
┃状 態 ：妻と子供が恋しいので早く帰りたい ┃
┃弱 点 ：残業/手作業/知らない業務 ┃
┃スキル ：使えるものは何でも使う程度の能力 ┃
┃装 備 ：AI-OCR/VBAマクロ/生成AI ┃
┃もちもの：デジタルツール/各種制度/おべんとう ┃
┃属 性 ：インターネット老人会 ┃
┃経験値 ：市民課３か月目（ド素人） ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃ ツミノ・トリガー ～光を求めて～ ┃
┣━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┫
┃法改正 ベテラン大量異動 組織改正の ┃
┃三重危機から始まった 異動者生活が ┃
┃記された ラクしたがりおじさん冒険譚 ┃
┃ ┃
┃どう見ても レベル１の初心者が ┃
┃ラストダンジョンに 放り込まれるような ┃
┃詰みの状況から 物語が始まるが ┃
┃AIやデジタルツールとの 出会いをキッカケに ┃
┃おじさんの運命は 大きく動き出すのであった ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



作戦︓汎用ＡＩ・ツールでいろいろやろうぜ –スモールスタートのカノン（R6年度）

リスト印刷
戸籍附票システム

CSV化
AI-OCR

マクロ生成 Copilot

Excel

マクロ実行分析
Excel作業 EXCEL

分類シート作成

AI-OCR+ExcelVBA+生成AIによる大量エラー分析

自動取込
機能実行

エラー処理
（20件程度）

通知確認
（100件/日）

システムに合わせた事務ルールに改訂し、手作業削減（１人分時間削減）

標準化システムの機能フル活用AI搭載FAQシステムによる事務標準化

マニュアル整備 ナレッジ登録 問い合わせ履歴チェック
AI搭載FAQシステム AI搭載FAQシステム

資料作成 評価助言 資料提出

Copilot

内容検討

Copilot
庁内・庁外DXイベント参加（生成AI活用）

空更新
自動実行

RPA

RPAによるシステム改修費用削減

排他制御
自動解除

RPA

予算不足によりシステム改修断念した機能をRPAで実現
４０時間削減+改修費用削減。紙処理を電子処理へ移行。手作業は自動化。２３８０時間削減。

マニュアルとナレッジ蓄積による教育コスト削減、人事異動による知見喪失リスク対応。
ナレッジ３００件登録達成（現在も増加中）

事例調査
市場調査

視覚障害者活用
スクリーンリーダー

調査依頼

報告

事例提供

他事例入手

改善実現 検討時間創出
DX気運向上
後続者支援
成果見える化

DX定着化
DXナレッジ蓄積
成果振り返り

改善
貢献

ダイバー
シティ
実現

仕様書確認
業務分析
WEB研修

テレワークによる業務集中環境
Teams 事例調査

育児世代
戦力維持

生成AI DX学習サイト

働き方改革

単純軽作業から能力に
見合う適正業務へ転換

生成AIにより資料作りが容易になり、参加負担軽減、挑戦意欲向上
庁内DXイベント２位、GTT共同調達イベント登壇テレワークで思考時間創出と業務改善。育児世代戦力維持



別業務のピンチも救え -再現性のあるDXと変わり始めた空気 - （R7年度）

【別業務の課題】
・デジタルが全く浸透しておらず紙処理と手作業が多い。
・業務全体が見えない。窓口職場なので情報を整理する時間がない。
・会計年度職員が多く、毎日誰か不在で情報共有がしきれない。

得られた効果・成果・状況活用ツール・手法取組
定型作業の自動化により、月次作業が１０日→３日で完了。日次作業を３０分削減。
内製ソフトにＡＩ音声によるアナウンス機能を追加し、進捗把握が容易に。
現在新人も活用中で、VBA２本、RPA１本作成済み。

RPA、ExcelVBA、生成AI（Copilot）、AI音声合成ソフト業務自動化

窓口業務から切り離し、業務の棚卸、資料整理により業務見える化推進。職員の業務振り
返り時間にして、業務知識定着方法として活用。テレワーク活用者３名増。テレワーク業務整理、見える化推進

マニュアルだけでは対応しきれない事例や個別事案等、ナレッジを蓄積AI搭載FAQシステムナレッジ蓄積
業務課題の整理・共有、会議録作成の効率化、書記係廃止による全員参加型会議の実現。
書記削減効果︓24時間、文字起こし削減︓72時間、会議録作成削減︓24時間Word（文字起こし機能）＋生成AI（Copilotによる要約）職員会議

全体の業務フロー図を作成し、ボトルネックとなっている作業を洗い出し、改善。課長への報告
にも活用し、業務改善ツールとして利用（課長より課題がわかりやすくなったと評価された）。

生成AI（Copilot）による業務資料要約
WEB研修システム（業務フロー図作成の知識を得て業務へ活用）業務フロー図作成

チームの課題や、チームメンバーの特色を伝え、解決策やチームの方向性についてのアイディア
出しに利用。特にテレワークと一緒に使うことで効果倍増。生成AI（Copilot）業務課題分析

課題共有・情報共有の効率化。伝達漏れ防止による業務標準化TeamsTeamsによる情報共有
生成AIの活用方法を積極的に発信したことで、チームメンバーが生成AIに興味を持つようにな
り、全員が生成AIを利用することとなった（生成AI利用者３名増）。生成AI（Copilot）生成AIの実演と普及

2世代以上の前任者が作成したVBAを解析、修正案を作成。4日で改修委託仕様書作成生成AI（Copilot）+ExcelVBAレガシーコード分析・修正

別業務においても、「ツール使い分け×スモールスタート×複数展開」で業務全体の効率化を実現。
若手がAI活用に興味を持ち始め、Copilotを使い始めました。

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「ＤＸスキルってのは 便利だな ┃
┃ 一度身につけてしまえば ┃
┃ いろんな場面で 役に立つんだからな」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



ありふれたAI・ツールで効率最強 –組み合わせたらラクになった件について

活用AI・デジタルツールと成果内容成果分類

AI-OCR+ExcelVBA+生成AIによる大量エラー分析：2380時間削減
RPA：４０時間削減+システム改修費用削減
AI搭載FAQシステム：ナレッジ３００件蓄積、事例調査時間短縮、引継ぎ効率化
標準化システムの機能フル活用：職員１人分時間削減

業務効率
（D）

テレワーク：思考時間創出、改善実現アイディア検討、業務理解度向上、業務整理
生成AI：業務支援（特にテレワーク時の相談相手に最適）
WEB研修システム：DXスキル・事例習得

業務環境
（X）

DXイベント：職員挑戦意欲向上、DX事例蓄積・定着。GTT共同調達プレゼン登壇
生成AI：プレゼン資料作成負担軽減、資料の質向上
ＡＩ音声合成ソフト：プレゼン資料・内製システムに組込みUX向上

DX文化定着
（X）

テレワーク：育児世代戦力維持（学級閉鎖時なども業務継続可能）
スクリーンリーダー：視覚障害者戦力化（軽作業→市場調査等の適正業務へ転換）
共通事項：配慮対象から能力に応じた最適業務へ転換（全員活躍型組織への変革）

人材活用
（X）

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「一つの道具では効果が小さくても 組み合わせで ┃
┃ 大きな効果を 発揮することができるぞ。」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃ AIとデジタルツールが 仲間に 加わった ┃
┃ 八王子市のDXレベルが 上がった！ ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

全体で職員2人分
時間削減



この都の果てでAIを謳う職員 –YUNOUなAIBOU

活用方法、成果など活用AI分類

VBAコーディング、レガシコード分析＆コード修正
文章要約、文章校正、業務課題分析＆解決手法提示

生成AI（Copilot）
効率化
（D） 書類電子データ化（他ツールと組み合わせ2380H削減）AI-OCR

事例調査時間短縮、引継コスト削減AI搭載FAQシステム

プレゼン資料作成負担軽減＆相談＆評価
テレワーク時相談相手、各種アイディア出しなど

生成AI（Copilot）

変革
（X）

電子処理メインの業務フローへ移行AI-OCR
ナレッジ引継手法変革と消失防止AI搭載FAQシステム

プレゼン資料音声組み込みによるプレゼンUX実現。
内製ソフトへの音声組み込みによるUX実現＆内製ソフト
活用定着。自ら楽しむDXの実現（自分事化の到達点）

AI音声合成ソフト

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「ＡＩの活用方法は一つじゃないぞ ┃
┃ 汎用ＡＩであっても その使い方はお主次第 ┃
┃ ＡＩは お主の有能な 相棒なのじゃ」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「ＤＸの道は 一人では 長く 厳しい ┃
┃ しかし ＡＩと共に歩めば ラクを謳歌できる ┃
┃ 目指してみるかね？ ＤＸの道を」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

VOICEVOX:ずんだもん



ピンチを乗り越えた４つの力 –光の４戦力

私たちの成功要因は
「職場風土×チーム力×ＡＩ・デジタルツール×支援制度」の相乗効果

内容 成功要因 
「まずやってみよう」「ルールは柔軟でいい」といった挑戦を後押しする文化。課
長・主査によるDXマインドセットの浸透。 職場風土 
多様なスキル・世代が集まり、自由な雰囲気の中でそれぞれが得意分野を活かして
貢献（一人で業務とDXを担うのは不可能なので、得意分野を出し合う）。 チーム力 
AI-OCR、ExcelVBA、RPA、生成AI、AI搭載FAQシステムなど目的に応じた汎用
ツールを柔軟に選定・活用。業務の定型化・効率化を実現。 

ＡＩ・デジ
タルツール 

デジタルツール環境整備（デジタル推進課）と人材育成制度（職員課・デジタル推
進課）をフル活用して知識と実践を両立。 支援制度 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃挑戦を後押しする職場の風 火のごとき熱量を生むチーム力 ┃
┃水のような柔軟性をもつデジタルツール 土台を支える支援制度 ┃
┃４つの力が合わさる時 危機を突破する 希望の光となるだろう ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



職場風土×チーム力
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「パーティは バランスが 大事なんだぜ ┃
┃ そして パーティスキルには DXマインドセットが┃
┃ おすすめだ。全員の能力が 強化されるぞ」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

貢献ポイントDXマインドセット特徴・強味メンバー

主査と連携し、挑戦できる空気を
組織に浸透

ルールは柔軟でいい
やりたいことを応援
部下への声かけ

課長

チームに自由な雰囲気を提供し、
個々の工夫が伸びる土台づくり

まず試してみよう
発想に寛容
信じて任せる

主査

AI-OCRなどの新技術導入に反対せず
安定運用を支える技術支援

新技術導入にも偏見なく
向き合う

システム知識
現場経験が豊富

ベテラン

難しい仕様書から作業を抽出。世
代を超えて、私に業務を教えた。
私に続いてRPA、AI-OCR利用開始、
技術波及に貢献。

構造理解と整理力で支え
る。事例から学ぶ適応力

仕様書読解、整理力
情報共有、吸収力

若手A

AI搭載FAQシステム事例登録
（８割以上を入力）

積極的ナレッジ共有市民課経験豊富若手B

先進事例収集あくなき向上心、積極性前向きな性格と挑戦意欲視覚障害者

途中参画で業務分析＆AI・デジタル
ツール活用による業務定型化と効
率化。DX文化定着。

ラクしたいから道具と仕
組みを使い倒す

ラクしたがりおじさん
デジタルツール活用
分析力

私
（育児世代）



デジタルツール×支援制度
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「お金が無くても 乗り切る方法は あるわ┃
┃ まずは あなたを支えてくれる ┃
┃ 仕組みや制度を 確認するといいわよ」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

活用AI・デジタルツール一覧

生成AI（Copilot）、AI-OCR、AI搭載FAQシステム、Excel VBA、RPA、Teams デジタル推進課提供

Web研修システム、スクリーンリーダー職員課提供

標準化システム、AI音声合成ソフト（VOICEVOX：ずんだもん） その他 
活用内容・効果提供部署支援制度

デジタル活用のための基礎を習得。VBA研修は受講10年越し
で実戦投入

職員課東京都市町村研修

３万円の助成金を使いデジタルツール活用の知見を獲得。
実運用前に“使える／使えない”を見極めることができた。

職員課自主研究制度

DXの体系的な知識を習得。
事例を知ることによりツール選定の参考となった

職員課Web研修システム

現場導入ハードル激減。プロジェクト着手から短期間で成果を
出せた。利用希望から１・２日程度で利用可能に。

デジタル推進課
デジタルツール環
境整備

知識体系が明確になり、ツール選定や業務改善案の説得力が向
上。私はこの制度と自主研究+Weｂ研修システムとの合わせ技
でITパスポートに合格。

デジタル推進課
職員課

IPA資格取得支援
＋資格助成制度



DXセンセーション MultiLayer -私とみんなで作ったDX-

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「私は旅の吟遊詩人 ┃
┃ この町に伝わる うたを うたいましょう┃
┃ ┃
┃♪ DXが いくつも 重なり合って ♪ ┃
┃♪ あなたと 一緒に ラクができた ♪ ┃
┃ ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓
┃「この町は 昔 法改正の脅威に 絶望しておった ┃
┃ じゃが その時の経験から デジタル活用が盛んになってな ┃
┃ 今や デジタル活用は すっかり業務の一部になっておるんじゃよ ┃
┃ ┃
┃ なに？ その時の冒険者は どこに行ったのかじゃと？ ┃
┃ 確か Tokyo区市町村DXaward出場の為 旅に出たらしいぞ」 ┃
┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

八王子市DXの特色
汎用AI、デジタルツールの多層展開
スモールスタートの多層展開
チームメンバーの得意分野を多層展開
職場風土×チーム力×AI・デジタルツール×支援制度の相乗効果
現場予算ゼロの再現性抜群DX
AI、デジタルツール活用者増加中の文化定着型DX
育児世代、障害者関係なく活躍できる全員活躍型DX
詰みの状態をトリガーにした危機突破型DX



ツミノ・トリガー
～光を求めて～

完

To Be Next DX-Story



資源プラスチック回収事業
における運行管理システム

の導入による清掃DX

大田区資源環境部ごみ減量推進課

収集運搬業務のデジタル化により
業務の効率化・最適化を実現

業務改善部門



対象世帯数実施期間

約２万世帯令和４年11月から令和５年９月まで第Ⅰ期
約12万世帯令和５年10月から令和７年３月まで第Ⅱ期
約42万世帯令和７年４月から全域実施

事業概要 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望大田区の取組

 可燃ごみとして回収していたプラスチックを資源として回収開始

目的
 CO2の排出削減による環境負荷の低減
 ごみの減量化

実施時期

大田区



背景と課題

 清掃業界全体としてアナログな業務情報の管理
 高齢化社会や労働人口の減少により、将来的な収集運搬業務の

担い手不足への懸念

人手不足・属人化 最適な回収ルートや
適性車両の把握

回収作業の問い合わせに
対する適切な回答

清掃事業全体の人手不足や
収集ノウハウの属人化

新たに始まるプラスチック回
収において、回収量の把握が
困難であり、最適なルートや
車両台数の把握が困難

リアルタイムに回収作業を把
握することが出来ず、迅速か
つ的確な回答が困難

１ ２ ３

事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望背景

課題

大田区

持続可能な清掃事業



解決策および３つの導入効果

運行管理システム（WOOMS）を
導入することで、３つの課題解決に寄与

人手不足・属人化

最適な回収ルートや
適性車両の把握が困難

回収作業の問い合わせに
対する適切な回答が困難

１

２

３

Before 課題 After 導入効果

作業効率化による
人手不足・属人化の解消

回収量を正しく把握し
費用削減・環境負荷低減

適切な回答による
区民サービスの向上

１

２

３

事
業
概
要

背
景
と
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題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

大田区



回収ルートの紙地図
システム上のルート

運行ルートをデジタル化することで、
ルート変更への柔軟な対応が可能

導入効果 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

Before

１.「作業効率化による人手不足・属人化の解消」

After
①運行ルートのデジタル化

紙の日報 電子日報

• 日報をデジタル化することで、日報作成・
提出作業の手間と時間を大きく削減

• ペーパーレス化にも寄与

Before
②日報のデジタル化

After

大田区



回収状況の可視化

車両搭載のタブレット端末のGPSに
より車両の位置をシステム上で可視化
のうえ、作業の進捗を確認し、
遅延が発生している場合は、応援を出
すことも可能

導入効果 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

１.「作業効率化による人手不足・属人化の解消」

After
③回収状況の可視化

車両の移動速度を検証し、
各作業の時間を算出することで、
適切な業務時間の把握が可能

回収時間の可視化

ポイントに近づくと、集積所や交通に関す
る情報をポップアップ表示するので、現場
に慣れない運転手や作業員も安心して作業
ができるようになった

④ナレッジ共有による属人化の解消
After

「単独」作業から
「チーム」の作業へ

大田区



25台
運行実績から集積所１か所あたりの作業時間や回収量を正しく把握し、適性車両台数を算出

導入効果 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

Before

２.「回収量を正しく把握し費用削減・環境負荷低減」

After
作業台数の削減

21台
削減

車両４台、約8,000万円
の削減

大田区



現場へ電話

回収有無の問合せに対し、運行状況を確認する
ことで、回収済みか否か、否であれば目安の回
収時間を伝えることが可能

導入効果 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

Before

３.「適切な回答による区民サービスの向上」

After
①運行状況の案内

紙 デジタル

• 不適正排出に対して、作業員が撮影、画像
データを区役所と回収現場がリアルタイムで
共有

• 回収できず残った排出物に関する問い合わせ
に対して、迅速かつ的確な回答、さらにその
場での啓発が可能に

Before After
②不適正排出への対応

パソコン上で把握

大田区



災害時における活用効果 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

 他部署との災害情報の相互共有

災害箇所や被害箇所の情報を
回収現場で活用

通報情報の確認
に活用

災害箇所や被害箇所の
情報を登録

防災危機管理課
ごみ減量推進課

道路異常や浸水被害の
情報を登録

運行管理システム（WOOMS）

総合防災情報システム

WOOMSを参照

WOOMSに
情報を登録

大田区



今後の展望 事
業
概
要

背
景
と
課
題

解
決
策

導
入
効
果

災
害
時
活
用

今
後
の
展
望

横展開

災害時を始め、不法投棄や道路異常
などの情報を他部署と共有すること
により、収集以外での幅広い活用を
図る

01
他部署連携

02
アップデート

03

更なる作業効率化に向けて、
民間事業者と官民連携のう
え、アップデート

プラスチック回収だけでなく
資源回収（古紙・かん）など
他品目回収への拡充を展開する

大田区



ご清聴ありがとうございました
©大田区

現場と事業課で連携のうえ、
さらなる業務効率化を目指し
アップデートしていきます



申請手続きの簡略化により
住民・職員相互の負担削減！

業務改善部門
墨田区 子ども・子育て支援部

子育て支援課（児童手当・医療助成係）

「来なくていい、書かなくていい、
もっと便利に」未来へGO！！



経緯・背景

経緯・背景

子育て世帯のニーズはオンライ
ン申請だが、子育て関連手続き
のほとんどが紙申請だったため、
DX推進が急務だった

一方、区職員のDX意識が不足
し、何をすべきか不明確だった

1. 職員のDX意識醸成

2. 自己解決の機会提供

3. ワンストップ／ワンスオンリー
の実現



取組①︓職員のDX意識醸成

DX検討会の開催

目的共有
01

各手当の担当から１名ずつで構成されるDX推進チームによる
「DX検討会」を令和5年度から継続して実施

• 顧客のインサイト分析
• 業務フローの作成

02
現状分析

03
課題抽出

住民サービスの向上

職員の負担軽減

• 課題抽出フレームワーク
• KJ法による課題分析
• 工数計算表開始 処理 分岐



課題 • 自己解決の機会提供
• ワンストップ/ワンスオンリーの実現

情報発信・PRの強化

• ホームページの更新
• SNSの活用
• 動画等による発信

課題と取組の方向性

課題

デジタル化の推進

• 申請／書類の電子化
• デジタル機器の設置
• デジタル技術の導入



制度説明動画
• 制度の概要について
• 制度改正について

手順動画
• 現況届（更新書類）の書き方について

POINT

取組②︓自己解決の機会提供

• パワーポイントで職員が作成
• 区HPで公開し、いつでも視聴可能
• SNSやチラシ等で周知



「来させない窓口」
• ほぼ全ての申請手続きをオンライン化

「書かせない窓口」
• 一度の情報入力で複数手当の申請が可能
（最大５枚の申請書記入が一回で完了）

• 既存のデジタル技術を活用
（ぴったりサービス・LoGoフォーム）

• ICT推進担当等との連携

取組③︓ワンストップ／ワンスオンリーの実現

POINT



%減倍

繁忙期換算年間最大５回が

回に

取組による効果

オンライン
申請件数 残業時間申請書

記入回数

※ 年間約300件が約2,100件に増加※児童手当、児童扶養手当、児童育成手当、子ど
もの医療費助成、ひとり親家庭等医療費助成の
最大５回



職員主導の取組のため、ゼロ予算で実現

既存システムを活用しているため、横展開が容易

主体性を持ち、チームで進めるため、高い継続性

施策の強み



まとめ

① 職員のDX意識醸成 ② 自己解決の機会提供 ③ ワンストップ／ワンス
オンリーの実現

 職員のDXに対する意識・知識不足
 原則、来庁による申請で区民の負担大
 一度の申請で最大５回の記入
 オンライン申請件数が少ない
 業務効率化が不十分で残業が多い

 職員のDX意識が強まり、主体性が向上
 ほぼすべての手続きをオンライン化
 １回の入力で申請が完結
 オンライン申請件数が７倍に
 残業時間が繁忙期換算で４２％減

職員主導の取組のため、ゼロ予算で実施可能
汎用ツールによる構築のため、横展開が容易

チーム対応で持続可能に



1. 処分通知のオンライン化
 電子署名を付与した認定通知書等の発行
 ICT推進担当と連携した実証実験

2. 他部署との連携強化
 窓口課と連携した「来させない窓口」の周知

3. 組織的なDX推進体制の構築
 チーム全体での取組を継続
 持続可能な管理・運用方法等の検討

今後の展望

引用︓
東京都HP
＃デジタル
10か条



ご清聴ありがとうございました



府中市LINE公式アカウント

市LINE公式アカウントを活用した

子育てひろばの予約受付

府中市政策経営部行政経営課

業務改善部門



課題（Before）

職 員 利用者

予約開始日は電話対応

が 集 中 し 、 慌 た だ し く

なってしまう

受付台帳から当日名簿

の 作 成 な ど 、 苦 手 な 事

務作業に追われる日々

改善したい気持ちはあっても、

ど う す れ ば よ い か わ か ら ず 、

時 間 だ け が 過 ぎ て い く ・ ・ ・

予約したいのに、なか

なか電話がつながらず

何 度 も か け 直 す こ と

に・・・

あ と で 電 話 し よ う と

思 っ て い た ら 、 受 付

時間が過ぎてし ま い

予 約 で き な か っ た



課題解決へのプロセス

−２M 

業務フローの

洗い出し・見直し

要件定義・構築 検証・テスト 完成・公開

−２〜１M −１M〜 START 

現場の悩み 提 案 決 断

電話対応を

なんとかしたい

LINEを

活用できるかも
DX頑張って

みる！！

構築費

0円！

保 育 士 保 育 士行 政 経 営 課



LINE予約のしくみ（利用者）

府中市LINE公式アカウン

トを開き、 を

選択

メニュー選択 予約完了

時間・場所にとらわれず、

予約が可能に！

キャンセルもLINEでOK

質問に回答

で、必要事

項を入力



LINE予約のしくみ（職員）

 予 約 状 況 が 一 目 で わ か る た め 、

事前準備もバッチリ！

 カレンダー表示で月ごとの混雑も

視覚的にリアルタイムで把握！

 ワンクリックで名簿印刷可！

 当日受付台帳も手書き作業が不要

になり、現場の負担が大幅に軽減！

業務効率化予約管理

1‐c l i ck



LINE予約のしくみ（利用者・職員）

利用者・職員どちらにとっても“Win-Win”の運用が実現！
P C 作 業 が 苦 手 な 職 員 で も 使 い や す く 、 毎 日 ス ム ー ズ に 活 用 で き る し く み

アンケート

 LINEで簡単に実施！

 利用者の本音を聞き、業

務改善や現場の課題発見

につなげられる！

 開催日前日に自動通知

 「うっかり忘れ」防止で、

無断キャンセル減少！

リマインド通知

 LINEで直接やりとり、電

話不要で対応時間短縮！

 利用者の都合に合わせて

返信OK！

フォローアップ



成果（Ａｆｔｅｒ）

利用者数が

1.3倍に増加

職員の負担軽減

＆

利用者とのかかわり

の時間の創出

利用者の

90％以上が

満足と回答
子育てひろばアンケートより

90％以上

満足度

750時間の

削減

0 件

9,100件

導入前 導入後

R 6 年 度 実 績

（キャンセル含む利用件数）

1,250時間の削減

導 入 以 降 、 利 用 件 数 は 増 加 中 ！



現場の声



今後の展望

LINEを開けば
な ん と か な る

そんな安心感のある子育て支援を
現場とともに育てていきます

利用者の「必要な情報がここにある」という入口へ

現場の声を活かし、利便性と信頼性を両立した支援へ



AI DX支援職員の全庁導入

世田谷区DX推進担当部DX推進担当課

申請の『最初の壁』を、
AIとガバナンスの融合で

爽快に突破する。

業務改善部門



次のスライドで動画を再生します。





















表紙

デジタルワークフローによる
エンドツーエンドの業務処理

東村山市 経営政策部 情報政策課

書類やシステムを行ったり来たり
そろそろやめませんか？

業務改善部門

指定様式



 所管ごと分野ごとにアプリ等が乱立

 サービスごとにID/パスワードがバラバラ

 データの連携や一元管理が困難

 内部業務の効率化やデータ利活用が進まない

 継続的な改善・拡張が困難…etc

As-Is（従来型） To-Be（あるべき姿）

 整備した共通基盤と各サービスが連携

 1つのIDで様々なサービスをワンストップで

 データの連携や一元管理も容易

 データを有効活用して内部業務も効率化

 PDCAサイクルで継続的に改善・発展…etc

共
通
基
盤

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

デ
ジ
タ
ル
講
座

公
共
施
設
予
約

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

統合ID管理
データ連携

データ利活用等

共
通
基
盤

内部業務

 自動化・省力化

 データ利活用等

住民ポータル １つのIDでログイン

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

デ
ジ
タ
ル
講
座

公
共
施
設
予
約

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

内部業務
 自動化・省力化

 データ利活用等

ID ID ID ID ID 個別のIDでログイン

82

フロントヤード改革︓ＩＤひとつでワンストップサービス（たのしむらやまポータル）



デジタル化は進んだけど、業務量が減らない・・・

 書類やシステムを行ったり来たり、そろそろやめませんか？



バックヤード改革︓申請から決定までの業務量を減らしたい︕

オンライン
申請が到達

申請書へ差込 or
一覧表の作成

電子決裁システム
へ入力、決裁 決定通知を作成 通知を郵送

・様式へ差込
・申請一覧の作成

・審査を実施
・起案の作成

・上長まで決裁
・決定通知の印刷

・封入作業
・郵送

課題︓電子申請を導入しても、バックヤード（職員側の業務）の仕事はあまり簡素化されなかった



デジタルワークフローを活用して一気通貫の事務処理を実現

オンライン
申請が到達 申請書へ差込 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｰｸﾌﾛｰで

決裁 決定通知を作成 通知を郵送

システム画面で
申請到達を確認後、
審査を実施し、承認ボタン

上長承認が完了後、
自動で決定通知を
メールで送付

申請受領→決裁→通知の送付 までを一つのシステムで実現。処理忘れも予防された。

SeviceNow



いくつかの事業で効果を実感

健診申し込み︓オンライン申請率 約４割

産後ケアデジタルクーポン︓オンライン申請率 約８割



実際の運用画面︓健診申し込み 住民側

申請完了の通知が
メールまたはLINEで到着

必要な情報を入力して、送信ボタン
（事前に登録済の情報は入力不要）



実際の運用画面︓健診申し込み

詳細画面へ遷移

職員側

上長まで決裁



実際の運用画面︓健診申し込み

決定通知がメールやLINEで住民へ届きます

住民側



ワークフローの一元化のために

 受付から決定まで、一気通貫で行けるよう対象業務の事務フローを見直し

 デジタルワークフローでの決裁も有効となるよう、庁内規程を見直し

庁内周知の際に使用した資料（抜粋）



今後の展望︓スモールスタートから全庁展開へ

 「よくある申請業務」を汎用申請としてテンプレート化し、

職員が内製してどんどん横展開して使い倒したい

 オンライン決済や事業者との連携などへの発展も

テンプレートを元に内製



横展開が容易な
生成系AIを活用した
アナログ規制改革対応

墨田区総務部総務課

生成系AIは『職員に取って代わる技術』ではなく
『職員の判断を支援する道具』。
これからの行政DXのモデルは、 AI×職員の協働

業務改善部門



01 現状の課題 見えない行政改革の壁 

私たちが直面している課題 

対象となる例規数 

1,700 
個以上 

それに含まれる条文数 

21,700 
条文以上 

アナログ規制の潜伏 

02 / 10 

墨田区においても、区民生活や事業活動に関わる 
数多くの条例や規則等の例規が存在。 

DX化を推進していくためには、例規からアナログ規制条文の洗い出し 
デジタルでも対応できるようにしていくことが急務。 

書面の提出 対面手続き 常駐・選任

この膨大な条文の中に「書面
の提出」「対面手続き」等、
DXを阻むアナログ規制が潜
んでいる。 



02 なぜアナログ規制で生成系AIを活用するのか 

従来のキーワード検索の限界 

キーワード検索では、「過剰検出」と「検出漏
れ」のリスクがあることが判明。 

過剰検出 

無関係な項目までヒットしてしまい 

職員による確認作業の負担が膨大。 

!
過剰検出 

無関係な項目までヒットしてしまい 

職員による確認作業の負担が膨大。 

!

検出漏れ 

検索語句と完全に一致しない場合、 

全てのアナログ規制の洗い出しができない。 

漏れが発生

文脈把握が得意な生成系AI 

03 / 10 

目視による
確認増

文脈を把握できるAIの活用により、条文
の法的意味を適切に解釈し、全条文を網
羅的かつ検出精度を飛躍的に高められる
のではないかという点に着目。 

高精度な
判定・解釈



03 どのようにAIを活用したか 

BACKGROUND 

令和7年4月、東京都デジタルサービス局及びGovTech東京によるプロジェクト型生成系AI活用
に関する伴走支援に応募。 

×
関係機関との共創 

AIプラットフォーム 
Goal 1 

精度向上 

Goal 2 

負担軽減 

04 / 10 

GovTech東京のAIプラットフォーム「Dify」を活用して、
アナログ規制対応への精度向上 と 職員の負担軽減 を目指すことに 

専門的な知見を持つ東京

都・GovTech東京と連

携し、技術的な支援を受

ける体制を構築。 



04 AIによるアナログ規制対応のフローのイメージ 

05 / 10 



05 アナログ規制分析ツールの開発 

Dify連携ツールの開発 

CSV
Data Input

CSV
Export 
Output

Dify
API Processing

> System Log...
> Live Monitoring
> Batch Process: OK

Difyでのアプリ開発と進捗 

全5工程ごとにアプリを作成し、段階的に開発・検
証を進行。 

第一工程

アナログ規制の検出
実施済

第一工程

アナログ規制の検出
実施済

06 / 10 

Difyに21,700条文を安定的にAPIで送信

し、その分析結果を受け取るツールをEXCEL

で開発。調査対象の条文を各工程に送るベル

トコンベアーの役割。 

1

Dify連携ツール
(Excel / VBA)

2

第二工程

改正判定
実施済

第二工程

改正判定
実施済

第三工程

上位法による義務付け分析
実施中

第四工程

改正案の作成
検証中

第四工程

改正案の作成
検証中

第五工程

DX化におけるリスクの提示
開発中

第五工程

DX化におけるリスクの提示
開発中



06 職員の意思決定支援 

AIは「答え」ではなく、職員による判断のための「概要と根拠」を提示 

これまでの条文精査

! 膨大な条文から該当箇所を目視探索
→ 作業負荷大・長時間化

07 / 10 

AI × 職員の協働フロー 

Step 1: AIによる「判定」 

根拠不明のブラックボックス化を防ぐ
「3点セット」を該当条文ごとに出力。

1. 【例規の概要】

専門外の職員でも即座に例規の内容を把握可能

2. 【判定】

規制の類型：（例）書面掲示規制

3. 【根拠・理由】

Step 2: 職員による「判断」 

職員は、AIが示した「概要」で理解し
「根拠」が正しいかを確認。

最終判断

（例）物理的な書面の掲示を義務付けており、デ
ジタルでの代替手段が記載されていないため、
書面掲示規制に該当します。

（例）
【目的・趣旨】
本要綱は、墨田区内で開催される縁
日や祭礼等の行事における臨時営業
及び臨時出店（臨時営業等）について、
食品衛生の確保を目的としています。
【適用範囲】
この要綱は、墨田区内の縁日、祭礼、
住民祭、産業祭等、公共的目的を有す
る行事において…

AI

AI × 職員の協働フロー 

Step 1: AIによる「判定」 

根拠不明のブラックボックス化を防ぐ
「3点セット」を該当条文ごとに出力。

1. 【例規の概要】

専門外の職員でも即座に例規の内容を把握可能

2. 【判定】

規制の類型：（例）書面掲示規制

3. 【根拠・理由】

Step 2: 職員による「判断」 

職員は、AIが示した「概要」で理解し
「根拠」が正しいかを確認。

最終判断

（例）物理的な書面の掲示を義務付けており、デ
ジタルでの代替手段が記載されていないため、
書面掲示規制に該当します。

（例）
【目的・趣旨】
本要綱は、墨田区内で開催される縁
日や祭礼等の行事における臨時営業
及び臨時出店（臨時営業等）について、
食品衛生の確保を目的としています。
【適用範囲】
この要綱は、墨田区内の縁日、祭礼、
住民祭、産業祭等、公共的目的を有す
る行事において…

AI



07 第一工程と第二工程の成果 

AIによるアナログ規制の検出と改正判定の結果 

1 第一工程：アナログ規制の検出

Input 全条文

21,700
条文

AI処理
75時間

Result 該当条文

5,700
条文

第二工程：改正判定

Result: 改正必要

▼ 第二工程の判定基準

1. アナログ規制の手段を具体的に義務付けているか？

2. デジタル手続条例の対象外か？

全条文からの
絞り込み結果

3.7% に圧縮

08 / 10 

AI処理
15時間 800

条文

2

２件同時処理で平均25秒で処理 ２件同時処理で平均20秒で処理

目的：アナログ規制を類型別に検出する。 目的：デジタル化する場合に改正が必要な条文の洗い出し

▼ 第一工程の処理フロー

1. アナログ規制を規制類型ごとに検出

2. 該当の場合、例規自体の概要や関係法令を作成



08 アナログ規制分析ツールのコスト 

外部委託とツール利用した場合のコスト比較 

800

600

400

200

0
(万円) 外部委託試算

約800万円

本ツール

20万円以内
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※今年度は、GovTech東
京への伴走支援等の経費が
区負担ではなかったため、
LLM利用料のみで試算



09 Tokyo Tech Driveへの貢献 
墨田区のアナログ規制分析ツールは、 

GovTech東京のDifyを通じて他自治体でも利用可能です。 

10 / 10 

D ATA -D R IVEN
GOVERN AN CE

「経験と勘」から「データ駆動型」へ。
本ツールは、都内全域のガバナンスのアップデートをサポートします。



参考 アナログ規制分析ツールの出力サンプル 

第一工程（検出・概要作成）及び 第二工程（改正判定）のAIによる出力例 

墨田区介護保険サービス事業者等に対する指導及び
監査実施要綱 第5条

【例規の概要】

【条文】

アナログ規制の検出

定期講習
研修

改正判定

デジタル化する場合の改正の要否要

参考資料 

【目的・趣旨】
本要綱は、介護保険法に基づき、墨田区が介護保険サービス事業者等に対して実
施する指導及び監査の基本的事項を定めるものです。その目的は、介護給付等対
象サービスの内容、介護報酬の請求、業務管理体制の適合状況を明確にし、必要な
助言・指導・是正措置を通じて、サービスの質の確保、利用者保護、保険給付の適正
化、業務管理体制の適正な運用を図ることにあります。
【適用範囲】
本要綱は、…

第5条 (指導形態) 指導形態は、 次の各号に掲げるとおりとする。
(1) 集団指導

指導の対象となるサービス事業者等を、必要な指導内容に応じ、一定の場所に
集めて講習等の方法により行う。

(2) 運営指導
指導の対象となるサービス事業者等の事業所において実地に行う。

集団指導において、指導対象者を一定の場所に集めて
講習を行うことが明記されており、オンラインでの実施
が代替手段として示されていないため、物理的な集
合・対面を義務付ける規制と解釈されます。

概要作成

第二工程

【改正の必要性について】
条文が「一定の場所に集めて講習等の方法により行う」及び「事業所において
実地に行う」と規定している。これは、単なる情報の授受や書面の提出・交付と
いった行為ではなく、物理的な場所での集合、対面での講習、現場での確認と
いった実体的な行為を伴う指導形態を定めている。これらの行為は、手続等の
性質上、電子情報処理組織を使用して行うことが適当でないものとして、墨田
区デジタル手続条例第7条の適用除外に該当する。したがって、通則条例によ
る読み替えでは電子化が困難であり、当該義務を定める個別の要綱において、
指導形態に関する規定を見直す改正が必要となる。ただし、本件は関係法令
（国:介護保険法（平成9年法律第123号））が存在するため、…

EXCELから以下の項目ごとに出力されます。

第一工程第一工程

【規制類型とその該当理由】



機械の目

人の目

配管設備点検のデジタル化

「人の目」から「機械の目」にシフト！

デジタル技術で配管設備の劣化状況をみえる化！

町田市財務部営繕課

業務部門



保温材に覆われている配管設備

改修せずに放置すると漏水のおそれ

現状

理想

目視による点検

劣化状況を把握

一定周期毎に
全面改修工事

適切な時期に
劣化状況に

応じた改修工事

劣化状況が不透明

デジタル技術を
活用した点検

デジタル庁・SSKファシリティーズ・町田市で技術検証事業において
SPT配管診断の効果検証！ （3施設調査）

目視点検の代替可能
性

劣化状況の
みえる化・定量評価 改修コストの縮減

配管設備点検の今



気になるSPT配管診断とは！
「SPT配管診断」とは、配管の劣化が著しい部分を特定し、劣化部分を数値化する特許技術

手順：X線透過検査 ⇒ X線デジタル画像解析 ⇒ 推定寿命の算出

・配管内外面の錆や腐食による配管の厚みを画素値から把握
※一般的なX線透過検査とは異なる部分

・画像を基に、劣化進行度から推定寿命を算出
・各種を総合評価することで、更新時期を検証

推定残存寿命0年
すぐにでも改修が必要

場所：屋外階段
管種：雨水管
管材質：SGP（白）
推定残存寿命：0年
残存肉厚：2.24mm
ねじ部基準値：
2.38mm
最大腐食量：2.26mm

推定残存寿命20年以上
継続使用が可能

場所：屋外階段
管種：雨水管
管材質：SGP（白）
推定残存寿命：20年以
上
残存肉厚：4.28mm
ねじ部基準値：2.38mm
最大腐食量：0.23mm



推定残存寿命0年の配管はどんな状態？



改修コストはどれくらい下がるのか

・「現在運用している保全計画に基づく工事費」と「SPT配管診断に基づく工事費」を算出・比較
・「SPT配管診断に基づく工事費」では、配管の劣化状況に応じた工事時期を明確にして算出

工事費の算出・比較

①は「現在運用している保全計画に基づく工事費」、②はSPT配管診断に基づく工事費

不必要な先行投資
9年先送り可能額：約6億円
18年先送り可能額：約5億7000万円

６倍
１２３.７百万円



成果・まとめ

法定点検のDX

改修要否の判断材料

改修コストの縮減

X線透過検査等が建築基準法が示す「目視点検」の
技術的な代替可能性を示した。

残存寿命といった配管の定量評価を行うこと・劣化状況のみえる化を
行うことで改修が必要かどうかの判断ができるようになった。
技術職員以外にも、工事の必要性を示し、合意形成の根拠資料に

役立つ。

配管の改修工事の範囲を全面改修から、配管診断の結果を
反映していくことで、３施設で約７憶8,000万円と
コスト大幅な縮減・繰延べができることが分かった。

0
1

0
2

0
3



今後の展望

実際の設計へ反映・工事実施
効果確認

他の市有施設の調査
コスト平準化

不要となる改修コスト施設解体

施設の維持方針
コストの繰延べではなく削減へ

手法の確立
他自治体への普及


